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●本講座（前半）の目的およびねらい  

具体的な化学反応プロセスについて、これを支援する反応工学の新
展開について講述し、反応工学の将来的な展開や可能性について
の理解を深める 

 達成目標 1） 触媒反応工学の体系を理解し応用できる。 

        2） 反応分離工学の体系を理解し応用できる。 

        3）反応装置工学の体系を理解し応用できる。 

        4）反応場の工学の体系を理解し応用できる。                                     



反応プロセス工学特論  

●授業内容 前半 

 １．講義概要の説明                 

 ２．プロセス開発と反応工学― 

   化学工学の進歩29「触媒工学」槇書店 

     から泉 有亮先生の教材を題材に          

 ３．触媒分子反応工学と触媒工学の体系     

 ４．反応分離工学の体系               

 ５．反応装置工学の体系 

 ６．反応場の工学とその体系          

 ７． 中間試験   

 ８回目以降（後半）は小林敬幸准教授が担当          



プロセス開発と触媒（反応）工学 

化学工学の進歩29「触媒工学」泉先生の項よりP.1,槇書店 



プロセス開発の前提 

化学工学の進歩29「触媒工学」泉先生の項よりP.2,槇書店 



量論プロセスから触媒プロセス 

化学工学の進歩29「触媒工学」泉先生の項よりP.3,槇書店 



工程短縮 

化学工学の進歩29「触媒工学」泉先生の項よりP.3,槇書店 



併産プロセス 

化学工学の進歩29「触媒工学」泉先生の項よりP.4,槇書店 



反応方式選択 

化学工学の進歩29「触媒工学」泉先生の項よりP.6,槇書店 



反応方式選択 

化学工学の進歩29「触媒工学」泉先生の項よりP.6,槇書店 



プロセス安全性 

化学工学の進歩29「触媒工学」泉先生の項よりP.5,槇書店 



プロセス開発の前提 

化学工学の進歩29「触媒工学」泉先生の項よりP.5,槇書店 



化学工学の進歩29「触媒工学」泉先生の項よりP.11,槇書店 



流動層プロセス 

化学工学の進歩29「触媒工学」泉先生の項よりP.10,槇書店 



化学工学の進歩29「触媒工学」泉先生の項よりP.12,槇書店 



化学工学の進歩29「触媒工学」泉先生の項よりP.17,槇書店 



化学工学の進歩29「触媒工学」泉先生の項よりP.17,槇書店 


